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No.１３８ ２０２０年 ８月３１日（月）

日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝
ＷＥＢで すわみつえ

ホームページで、すわみつえ
の政策とお約束をご紹介します。

コ
ロ
ナ
禍
や
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
な

村
八
分

瑠
璃
子

俳
句
コ
ー
ナ
ー

９
月
１
日（
火
）
よ
り
９
月
24
日（
木
）
ま
で

24
日
間
の
日
程
で
、９
月
議
会
定
例
会
が
始

ま
り
ま
す
。２
０
１
９
年
度
決
算
の
認
定
、
教

育
委
員
任
命
、フ
ラ
ワ
ー
号
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
購
入
・
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
の
財

産
取
得
議
案
、２
０
２
０
年
度
補
正
予
算
等

20
議
案
を
審
議
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
が
、い
の
ち
を
守

り
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
か
、
市
民
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
議

会
開
催
中
は
詳
細
な
情
報
を
引
き
続
き
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

近
年
、
議
案
等
資
料
の
印
刷
・
配
布
に
か
か

わ
る
経
費
と
事
務
負
担
を
軽
減
し
、
連
絡
体

制
の
迅
速
化
を
図
る
目
的
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

導
入
す
る
議
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

鴻
巣
市
議
会
で
も
議
会
運
営
委
員
会
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け
て
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
今
議
会
で
補
正
予
算
を
上
程
し
、

12
月
に
入
札
、２
０
２
１
年
１
月
よ
り
テ
ス
ト

運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

２０１９年度決算認定の
９月議会定例会始まる

鴻巣市議会 本会議場（本庁舎５階）

９月１日（火） 本会議（議案・請願の上程、説明）

９月４日（金） 本会議（質疑・討論・採決・委員会付託）

９月７日（月）・８日（火） 文教福祉常任委員会

まちづくり常任委員会

９月９日（水）・１０日（木） 政策総務常任委員会

市民環境常任委員会

９月１４日（月）１５日（火）１７日（木）１８日（金） 一般質問

９月２４日（木） 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

閉会

＊すわみつえ議員の一般質問は９月１８日（金）１１時頃

からです。

９月議会の主な日程

鴻巣市ホーム

ページから議会

生中継もご覧に

なれます！

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と
し
て

マ
ス
ク
着
用
・
３
密
を
防
ぐ

議
場
は

●
議
席
・
執
行
部
席
の
全
て
に
ア
ク
リ
ル
板

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
の
時
間
は
６
月
議
会
と
同
様

に
75
分
が
60
分
に
短
縮
さ
れ
、１
議
員

が
終
了
し
た
ら
休
憩
を
取
り
、
議
場
の

換
気
を
行
い
ま
す
。

傍
聴
席
は

●
座
席
前
面
に
透
明
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

●
２
席
ず
つ
空
け
て
着
座
し
ま
す
。

【令和３年３月までの主なイベント】
★中止するイベント パンジーマラソン
◆実施予定のイベント
・令和２年１０月１０日（土）
アンサンブル鴻巣ヴィルトゥオーゾ
第２４回定期演奏会

・令和２年１１月２９日（日）
防災訓練（避難所開設運営訓練等、
参加者限定）

・令和３年１月１０日（日）
成人式（３回に分け短時間で開催）

・令和３年３月２６日（金）
合併１５周年記念式典



主張 安倍首相辞意表明
速やかに臨時国会を開催せよ

しんぶん赤旗 ８月２９日付

安
倍
晋
三
首
相
が
持
病
の
悪
化
を

理
由
に
辞
任
を
表
明
し
ま
し
た
。
首
相

は
直
前
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
政
府
本
部
会
議
に
出
席
し
て
お
り
、

突
然
の
辞
意
に
驚
き
の
声
が
日
本
中
に

広
が
り
ま
し
た
。
治
療
に
専
念
し
、
健

康
を
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
国
民
が
重
大
な

危
機
に
直
面
し
て
い
る
時
に
、
国
政
に

一
刻
の
停
滞
も
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

速
や
か
に
臨
時
国
会
を
開
き
、コ
ロ
ナ

対
策
な
ど
の
重
要
課
題
の
議
論
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
議
論
急
務

８
月
24
日
に
は
首
相
連
続
在
職
日
数

の
歴
代
最
長
を
更
新
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
安
倍
政
権
の
コ
ロ
ナ
対

応
は
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
や
「
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

ト
ラ
ベ
ル
」を
め
ぐ
る
迷
走
と
混
迷
、
後

手
後
手
の
連
続
で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
あ
ま

り
の
少
な
さ
を
は
じ
め
国
民
の
批
判
と

不
信
の
声
が
渦
巻
い
て
い
た
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続
く
中
で
の
辞

任
理
由
に
つ
い
て
、
安
倍
首
相
は
、
自
身

の
健
康
が
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ

る
状
態
で
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。
記
者

会
見
の
冒
頭
で
、
首
相
は
新
た
な
コ
ロ

ナ
対
策
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
身

は
検
査
や
医
療
の
あ
り
方
を
は
じ
め
コ

ロ
ナ
対
策
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
政

策
で
あ
り
、
国
会
で
の
検
証
と
議
論
が

急
が
れ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
国
民
の

健
康
と
命
、
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
た

め
に
力
を
尽
く
す
政
治
の
役
割
が
一
層

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
が
幕
を
引
く
の
に
あ
た
っ

て
、
改
め
て
問
わ
れ
る
て
く
る
の
は
７

年
８
カ
月
に
わ
た
る「
安
倍
政
治
」で
す
。

14
年
に
歴
代
政
権
の
憲
法
解
釈
を
強
引

に
変
更
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

認
め
る
閣
議
決
定
を
行
い
、15
年
に
は

安
保
法
制
＝
戦
争
法
を
成
立
さ
せ
ま

し
た
。
17
年
に
は
憲
法
９
条
に
自
衛
隊

を
書
き
込
む
明
文
改
憲
案
を
打
ち
出

し
、
任
期
中
の
改
憲
に
強
い
執
念
を
示

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
国
民
の
た
た
か

い
に
よ
っ
て
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

辞
任
表
明
の
会
見
で
、安
倍
首
相
は
、改

憲
へ
の
国
民
世
論
が
広
が
ら
な
か
っ
た

と
認
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
首

相
は
後
継
政
権
下
で
の
改
憲
に
期
待
を

示
し
ま
し
た
が
、９
条
改
憲
を
許
さ
な

い
国
民
の
声
に
背
を
向
け
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

「
森
友
」「
加
計
」「
桜
を
見
る
会
」
疑

惑
を
は
じ
め
と
す
る
「
国
政
私
物
化
」

や
行
政
文
書
の
改
ざ
ん
・
隠
ぺ
い
に
つ
い

て
も
世
論
の
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ

ま
し
た
。
辞
任
表
明
会
見
で
記
者
か
ら

問
わ
れ
た
首
相
は
「
私
物
化
し
た
つ
も

り
は
全
く
な
い
」と
表
明
し
ま
し
た
が
、

一
連
の
疑
惑
を
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

首
相
が
売
り
物
に
し
た
経
済
政
策
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
貧
困
と
格
差
を
広
げ
、２

度
に
わ
た
る
消
費
税
増
税
は
経
済
に
深

刻
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染

が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
日
本
経
済
の

苦
境
か
ら
抜
け
出
す
政
策
転
換
は
極
め

て
切
実
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
政
治
へ
の
転
換
こ
そ

首
相
の
辞
任
に
よ
っ
て
、
日
本
の
政
治

に
新
し
い
激
動
的
な
時
代
が
始
ま
っ
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
が
痛
切
に
求
め
て
い
る
の
は
、
自

民
党
政
治
を
大
本
か
ら
切
り
替
え
る
、
新

し
い
政
治
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
を

守
る
た
め
に
さ
ら
に
力
を
尽
く
す
と
と

も
に
、
安
倍
政
権
と
対
決
す
る
た
た
か
い

で
発
展
し
た
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
大

き
く
前
進
さ
せ
、
日
本
の
未
来
を
切
り
開

く
こ
と
が
急
務
で
す
。

８月３１日に閉園する東京都練馬区の

遊園地「としまえん」。９４年の歴史が

ある園には、親子３代、４代にわたって

思い出がある人も少なくない。中でも園

のシンボルである回転木馬「エルドラド」

には、コロナ禍の入場制限がかかる中で

も、連日多くの客が詰めかけている。

エルドラドは、ニューヨークの遊園地

で多くの人に愛されたが、遊園地が閉園。

６９年にとしまえんが購入し、日本にやっ

てきた。園によると、７１年の営業開始

から４９年間で、延べ２６３０万人の客

を乗せてきたという。

【朝日新聞デジタル ８月２５日付】

回転木馬、愛され４９年
８月閉園の「としまえん」

朝
日
新
聞

８
月
29
日
付
か
ら
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